
大学番号 私立151

設置年度 令和 3年度

計画の区分： 学部の学科の設置

金沢学院大学 スポーツ科学部 スポーツ科学科

　　　職名・氏名 企画部参事　石川　温

　　　電話番号　　 ０７６－２２９－８８６４

　　　（夜間）　　 ０７６－２２９－８８６４

　　　ｅ－mail　　 kikaku@kanazawa-gu.ac.jp

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

　　　　　報告書の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　大学番号の欄については、調査対象大学等に対して別途発出する、事務連絡「令和３年度の履行状況

　　担当部局（課）名

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　作成担当者

届出

令和３年５月１日現在 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

学校法人金沢学院大学　　　

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

　　　　　　　　　　　　　　　注１

注３

mailto:kikaku@kanazawa-gu.ac.jp
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ アキヤマ　ミノル ）

秋山　稔

（平成２９年１月）

（ アキヤマ　ミノル ）

秋山　稔

（平成２５年４月）

（ フジワラ　カツオ ）

藤原　勝夫

（令和３年４月）

（ フクイ　タクヤ ）

福井　卓也

（令和３年４月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）令和２年度に報告済の内容　→（２）

　　　　　　令和３年度に報告する内容　→（３）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人金沢学院大学

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　金沢学院大学

　　　　石川県金沢市末町１０の５番地の１

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒９２０－１３９２

（３） 調査対象大学等の位置

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

学 部 長

学科長等

学　　長

職　　名

1



（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載してください。
　　　　その場合別ファイルを作成し提出してください。
　　　・　様式は、平成２９年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和２年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を越えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
　　　　５年以上の場合には、欄を設けてください。）

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　

　スポーツ科学部

　スポーツ科学科 4 150 3年次 620 人間健康学部

10 スポーツ健康学科

　学士

（スポーツ科学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

276 － － － － － － －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

273 － － － － － － －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

223 － － － － － － －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

171 － － － － － － －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

　　　　ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　　報告年度（令和３年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

　 　　・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択すると
　　　　　ともに、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。

Ｂ　 入学者数

(　－ 　)
Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

150

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和６年度令和５年度令和３年度 令和４年度

[ 　－　 ]

備　　考

平均入
学定員
超 過
率

－

(　－ 　) (　－ 　)

[ 　－　 ] [ 　－　 ]

－

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

人

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

体育関係
年 人 年次 人

編入学定員 収容定員

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員
備　考

学生募集の停
止について

新規入学者を
募集中

開設年
度から
報告年
度まで
の平均
入学定
員超過

率

－

(　－ 　)

[ 　－　 ]

1.14

1.14倍 －

2



対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

171 － － － － － － －

[　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　]

（－） （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－）

－ － － － － －

[　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　]

（－） （－） （－） （－） （－） （－）

－ － － －

[　－　] [　－　] [　－　] [　－　]

（－） （－） （－） （－）

－ －

[　－　] [　－　]

（－） （－）

　　・令和３年５月１日　公表

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

令和５年度

（　　－　 ）

－

令和６年度

（　　－　 ） （　　－　 ） （　　－　 ）

令和３年度 令和４年度

計

備　　　　　考

171 － －

[　　－　 ] [　　－　 ] [　　－　 ] [　　－　 ]

４年次

１年次

２年次

３年次

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

171 人 0 人 令和３年度 0 人 0 人

令和３年度 － 人 － 人

令和４年度 － 人 － 人

令和３年度 － 人 － 人

令和４年度 － 人 － 人

令和５年度 － 人 － 人

令和３年度 － 人 － 人

令和４年度 － 人 － 人

令和５年度 － 人 － 人

令和６年度 － 人 － 人

0 人 人 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 0
令和３年度の在学者数（ｂ） 171

【令和４年度】

令和４年度の退学者数（ａ） －
令和４年度の在学者数（ｂ） －

【令和５年度】

令和５年度の退学者数（ａ） －
令和５年度の在学者数（ｂ） －

【令和６年度】

令和６年度の退学者数（ａ） －
令和６年度の在学者数（ｂ） －

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

－

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

令和３年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

人

－

合　　計

人

令和６年度 － 人 － 人

人令和５年度 －

令和４年度 －人

― ％=

=

=

=

=

=

=

=

0.00 ％

― ％

― ％

4



【令和３年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 1 2 1前 2 5 3 1 4

1後 1 5 3 1 4

2前 1 5 3 1 4

2後 1 5 3 1 4

1後 2 兼1 1後 2 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

2前 2 兼1 2前 2 1 兼０

1後 2 兼1 1後 2 兼1

2後 2 1 2前 2 1 0

2後 2 兼1 2後 2 兼1

1前 2 1 1前 2 1 1 0

1前 2 2 1前 2 1 1 1

ス

ポ
ー

ツ

科

学
1前 2 1 1 1

ス

ポ
ー

ツ

科

学
1前 2 0 0 1 1

1前 2 兼1 1前 2 1 1 3 兼1

1後 2 兼1 1後 2 1 1 3 兼1

3前 2 1 3前 2 1 0 1

3後 2 1 3後 2 1 0 1

1通 1 1 1通 1 1 0

- 14 23 3 2 1 2 兼6 - 14 26 5 3 1 4 兼４

1前 2 兼3 1前 2 兼3

1後 2 兼3 1後 2 兼3

2前 2 兼2 2前 2 兼2

2後 2 兼2 2後 2 兼2

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

- 4 12 兼7 - 4 12 兼7

教
養
科
目

学
修
基
礎

学修基礎Ⅰ

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

キャリアデザインⅢ

人
文
科
学
・
自
然
科
学

哲学Ⅰ

哲学Ⅱ

法学（日本国憲法）

心理学の基礎

経済学の基礎

生理学

倫理学

地
域
連
携

地域課題研究

FSP講座

スポーツ科学

キ
ャ
リ
ア
科
目

コンピュータ基礎演習Ⅰ

コンピュータ基礎演習Ⅱ

インターンシップ実習

【認可時又は届出時】

（１）－① 授業科目表

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

科目
区分

２　授業科目の概要

＜スポーツ科学部　スポーツ科学科＞

兼
任
・
兼
担

科目
区分

キャリアプランニングⅠ

キャリアプランニングⅡ

小計（22科目）

外
国
語
科
目

英語Ⅰ

英語Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

朝鮮語Ⅰ

朝鮮語Ⅱ

小計（8科目)

学修基礎

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

朝鮮語Ⅱ

キャリアデザインⅢ

哲学Ⅰ

哲学Ⅱ

法学（日本国憲法）

心理学の基礎

経済学の基礎

生理学

倫理学

地域課題研究

FSP講座

スポーツ科学

コンピュータ基礎演習Ⅰ

コンピュータ基礎演習Ⅱ

キャリアプランニングⅠ

キャリアプランニングⅡ

インターンシップ実習

英語Ⅰ

英語Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ

小計（8科目)

学修基礎Ⅱ

学修基礎Ⅲ

学修基礎Ⅳ

小計（19科目）

教
養
科
目

外
国
語
科
目

英語コミュニケーションⅡ

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

朝鮮語Ⅰ

学
修
基
礎

人
文
科
学
・
自
然
科
学

地
域
連
携

キ
ャ
リ
ア
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 0 1

1後 2 1 1 1後 2 1 1 0

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

3前 2 1 3前 2 1 0

3前 2 1 3前 2 1 0

3前 2 1 兼1 3前 2 1 0 兼1

3前 2 1 3前 2 1

3通 4 4 2 2 3 3通 4 6 3 1 4

4通 4 4 2 2 3 4通 4 6 3 1 4

- 34 5 2 2 3 兼2 - 34 6 3 1 4 兼2

2前 1 1 1 2前 1 1 0 0

1後 1 1 1 1後 1 1 0 1 0

2前 1 1 1 2前 1 1 1 0 2

2後 1 1 2後 1 1

3前 1 1 3前 1 1 1

3前 1 兼1 3前 1 兼1

3後 1 1 1 3後 1 2 0

3後 1 2 1 3後 1 2 0

2前 1 1 2前 1 1

1後 1 1 1 1後 1 1 1 0 2

1後 1 1 1後 1 1 1

1前 1 兼1 1前 1 1 兼0

2前 1 兼1 2前 1 1 兼0

1前 1 1 1 1前 1 1 0 0

2前 1 1 1 2前 1 1 0 0

1後 1 兼1 1後 1 1 兼0

3前 1 1 3前 1 1

1前 1 1 1

1後 1 1 1

- 17 6 2 1 2 1 兼3 - 19 6 3 1 4 0 兼1

スポーツ実技Ⅺ（卓球）

スポーツ実技Ⅻ（ラグビーⅠ）

スポーツ実技ⅩⅢ（ラグビーⅡ）

スポーツ実技ⅩⅣ（サッカーⅠ）

スポーツ実技ⅩⅤ（サッカーⅡ）

スポーツ実技ⅩⅥ（バスケットボール）

スポーツ実技ⅩⅦ（野球）

小計（19科目）

スポーツ実技Ⅱ（体つくり・ニュースポーツ）

スポーツ実技Ⅲ（陸上）

スポーツ実技Ⅳ（テニス・バドミントン）

スポーツ実技Ⅴ（サッカー・バレーボール）

スポーツ実技Ⅵ（ダンス）

スポーツ実技Ⅶ（器械体操・トランポリン）

スポーツ実技Ⅷ（柔道・剣道）

スポーツ実技Ⅸ（ソフトボール）

スポーツ実技Ⅹ（野外スポーツ）

運動発達・老化学

体育原理

体育史

スポーツ医学（救急処置を含む。）

スポーツ社会学

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

小計（15科目）

スポーツ実技Ⅰ（水泳）

スポーツ実技Ⅹ（野外スポーツ）

専
門
必
修
科
目

小計（15科目）

専
門
必
修
科
目

運動生理学

スポーツ実技Ⅺ（卓球）

スポーツ実技Ⅻ（ラグビーⅠ）

スポーツ実技ⅩⅢ（ラグビーⅡ）

スポーツ栄養学

スポーツ経営管理

運動発達・老化学

体育原理

体育史

スポーツ医学（救急処置を含む。）

スポーツ社会学

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

スポーツ実技Ⅵ（ダンス）

スポーツ実技Ⅶ（器械体操・トランポリン）

健康科学

スポーツ心理学

トレーニング論

機能的解剖学

運動学

スポーツ栄養学

スポーツ経営管理

運動生理学

健康科学

スポーツ心理学

トレーニング論

機能的解剖学

運動学

スポーツ実技Ⅷ（柔道・剣道）

スポーツ実技Ⅸ（ソフトボール）

スポーツ実技Ⅰ（水泳）

スポーツ実技Ⅱ（体つくり・ニュースポーツ）

スポーツ実技Ⅲ（陸上）

スポーツ実技Ⅳ（テニス・バドミントン）

スポーツ実技Ⅴ（サッカーバレーボール）

スポーツ実技ⅩⅥ（バスケットボール）

スポーツ実技ⅩⅦ（野球）

小計（17科目）

スポーツ実技ⅩⅣ（サッカーⅠ）

スポーツ実技ⅩⅤ（サッカーⅡ）

専
門
科
目

専
門
選
択
必
修
ス
ポ
ー

ツ
実
技
科
目

専
門
選
択
必
修
ス
ポ
ー

ツ
実
技
科
目

スポーツ実技ⅩⅧ（マリンスポーツ）

スポーツ実技ⅩⅨ（スノースポーツ）

専
門
科
目

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2後 2 0 1

2前 2 1 2前 2 0 兼1

3前 2 1 3前 2 1 0

3前 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 0 兼1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2通 4 2 1 2通 4 1 1 1

2前 2 2 1 2前 2 1 1 0 1

2前 2 1 1 2前 2 1 0

1前 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1 0 1

2後 1 1 2後 1 1 0

3前 1 1 3前 1 1 0

3前 2 1 3前 2 1 1 1 2

3後 1 1 3後 1 1 1 1 2

4前 1 1 4前 1 1 1 1 2

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 1 3前 2 1 2

1前 2 1 1前 2 1 0

1後 1 1 1後 1 1 0

2前 1 1 2前 1 1 0

1前 2 1 1前 2 1 1 2

1後 1 1 1後 1 1 0

2前 1 1 2前 1 1 0

3後 2 1 3後 2 0 1

3前 2 1 3前 2 1

4前 2 1 4前 2 1 0

4前 2 1 1 4前 2 1 0 1

4前 2 1 4前 2 1

1前 2 1 1 1前 2 1 1 0

1後 2 1 1後 2 0 1

1前 2 兼1 1前 2 1 兼1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 兼1 3後 2 1 兼0

2前 2 3 1 2前 2 2 1 0 1

2前 2 1 2前 2 1 0

3後 2 1 3後 2 1

3前 1 1 3前 1 1 1

3後 1 1 3後 1 1 0

3前 2 2 1 兼1 3前 2 2 1 0 兼1

3前 2 2 3前 2 1 0 2

4前 2 1 4前 2 1 0

1前 2 1 1前 2 0 1

3前 2 4 2 1 3 3前 2 6 0 1 3 兼1

1通 2 1 1 1通 2 2 0 1

1後 2 1

1後 2 2 1

2通 4 兼1 2通 4 兼1

3通 4 兼1 3通 4 兼1

- 102 7 2 2 3 1 兼2 - 106 7 3 2 4 1 兼6

- 52 154 7 2 2 3 1 兼20 - 52 163 7 3 2 4 1 兼16

保健体育科教育法Ⅱ

小計（55科目）

運動生化学

衛生・公衆衛生学

学校保健

病理学

スポーツトレーナー演習

レクリエーション論

公務員と法

体力トレーニング実習

資格柔道

オリンピックへの挑戦と指導

生涯スポーツ論

スポーツビジネス概論

生活習慣病概論

健康管理演習

健康産業施設現場研修

健康運動演習

スポーツ統計学

サッカー指導演習

保健体育科教育法Ⅰ

武道演習Ⅱ

球技論

球技演習Ⅰ

球技演習Ⅱ

スポーツ競技の心理

スポーツイベント企画運営

スポーツボランティア論

スポーツボランティア演習

競技者育成システム

スポーツコンディショニング演習Ⅰ

スポーツコンディショニング演習Ⅱ

コーチング論

コーチング演習Ⅰ

コーチング演習Ⅱ

メンタルトレーニング論

スポーツ技術・戦術論

武道論

武道演習Ⅰ

専
門
選
択
科
目

地域とスポーツ

スポーツメディア論

スポーツマーケティング

スポ―ツ文化論

スポーツ法学

スポーツファイナンス

スポーツ政策論

生命倫理

プレゼンテーション演習

情報活用演習

海外文献購読

海外研修（スポーツ事情）

スポーツ測定評価

運動処方

スポーツコンディショニング論

専
門
選
択
科
目

小計（53科目）

学校保健

病理学

スポーツトレーナー演習

レクリエーション論

公務員と法

体力トレーニング実習

武道演習Ⅰ

武道演習Ⅱ

球技論

球技演習Ⅰ

球技演習Ⅱ

スポーツ競技の心理

スポーツイベント企画運営

スポーツボランティア論

スポーツボランティア演習

競技者育成システム

生涯スポーツ論

スポーツビジネス概論

生活習慣病概論

運動生化学

衛生・公衆衛生学

スポーツ技術指導演習 スポーツ技術指導演習

合計（112科目） 合計（119科目）

スポーツコンディショニング論

スポーツコンディショニング演習Ⅰ

スポーツコンディショニング演習Ⅱ

コーチング論

コーチング演習Ⅰ

コーチング演習Ⅱ

メンタルトレーニング論

スポーツ技術・戦術論

武道論

資格柔道

健康管理演習

健康産業施設現場研修

健康運動演習

地域とスポーツ

スポーツメディア論

スポーツマーケティング

スポ―ツ文化論

スポーツ法学

スポーツファイナンス

スポーツ政策論

生命倫理

プレゼンテーション演習

情報活用演習

海外文献購読

海外研修（スポーツ事情）

スポーツ測定評価

運動処方

スポーツ統計学

保健体育科教育法Ⅰ

保健体育科教育法Ⅱ

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

スポーツ集団の形成と社会

サッカー指導演習

科目
区分

科目
区分

専
門
科
目

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次
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（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

　　　・　不要な年度（令和元年度開設であれば平成３０年度）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、

　　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

教養科目は必修12単位及び自然科学分野から4単位以上を含め20単位以上、外国語
科目は必修4単位を含め8単位以上、専門科目では、専門基礎科目で32単位の必修科
目、専門実践科目で32単位の必修科目を含め、100単位以上を修得し、合計128単位以
上を修得しなければならない。
（履修科目の登録の上限：48単位（年間））

教養科目は必修12単位及び自然科学分野から4単位以上を含め20単位以上、外国語科
目は必修4単位を含め8単位以上、専門科目では、専門基礎科目で32単位の必修科目、
専門実践科目で32単位の必修科目を含め、100単位以上を修得し、合計128単位以上を
修得しなければならない。
（履修科目の登録の上限：48単位（年間））
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【令和３年度】

　　　　 　　　　
　　　　　　　　

（１）－②授業科目表に関する変更内容

・授業の進行を明確にする理由により、「学修基礎」から「学修基礎Ⅰ」に変更。これに続く授業科目として「学修基礎Ⅱ」、「学修基礎
Ⅲ」、「学修基礎Ⅳ」を新規科目として追加。
・教育効果を考え、「学修基礎Ⅰ」の専任教員等の配置を「教授1」から「教授5」、「准教授0」から「准教授3」、「講師0」から「講師1」、
「助教2」から「助教4」に変更。
・高教授の配置変更により、「心理学の基礎」を兼担「1」から「教授1」へ変更。
・教育効果を考え、「生理学」の配当年次を「2後」から「2前」に変更。清田准教授の職位変更により「講師1」から「准教授1」へ変更。
・教育効果を考え、「地域課題研究」の専任教員等の配置を「教授0」から「教授1」、「准教授0」から「准教授1」、「助教1」から「助教0」
へ変更。
・担当科目の調整のため、「FSP講座」の専任教員等の配置を「教授2」から「教授1」、「准教授0」から「准教授1」、「助教0」から「助教
1」へ変更。
・担当科目の調整のため、「スポーツ科学」の専任教員等の配置を「教授1」から「教授0」、「准教授1」から「准教授0」、「講師0」から
「講師1」へ変更。
・教育効果を考え、「コンピュータ基礎演習Ⅰ」「コンピュータ基礎演習Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授0」から「教授1」、「准教授0」か
ら「准教授1」、「助教0」から「助教3」へ変更。
・担当科目の調整及び渡辺直勇教授の職位変更により、「キャリアプランニングⅠ」「キャリアプランニングⅡ」の専任教員等の配置を「准教
授1」から「教授1」へ変更し、「助教1」を追加。
・丸山章子教授の職位変更により、「インターンシップ実習」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・担当科目の調整のため、「スポーツ心理学」の専任教員等の配置を「教授1」から「教授0」、「助教0」から「助教1」へ変更。
・担当科目の調整のため、「トレーニング論」の専任教員等の配置を「准教授0」から「准教授1」、「講師1」から「講師0」へ変更。
・山脇准教授の職位変更により、「体育原理」「体育史」の専任教員等の配置を「講師1」から「准教授1」へ変更。
・清田准教授の職位変更により、「スポーツ医学（救急処置を含む。）」の専任教員等の配置を「講師1」から「准教授1」へ変更。
・教育効果を考え、「専門演習Ⅰ」「専門演習Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授4」から「教授6」、「准教授2」から「准教授3」、「講師2」
から「講師1」、「助教3」から「助教4」へ変更。
・山脇准教授の職位変更により、「スポーツ実技Ⅰ（水泳）」の専任教員等の配置を「講師1」から「准教授1」へ変更。
・担当科目の調整のため、「スポーツ実技Ⅱ（体づくり・ニュースポーツ）」の専任教員等の配置を「教授0」から「教授1」、「准教授1」か
ら「准教授0」、「講師0」から「講師1」、「助教1」から「助教0」へ変更。
・担当科目の調整のため、「スポーツ実技Ⅲ（陸上）」の専任教員等の配置を「准教授0」から「准教授1」、「講師1」から「講師0」、「助教
0」から「助教2」へ変更。
・教育効果を考え、「スポーツ実技Ⅴ（サッカーバレーボール）」の専任教員等の配置を、「准教授0」から「准教授1」へ変更。
・丸山章子教授の職位変更により、「スポーツ実技Ⅶ（器械体操・トランポリン）」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授2」へ変更。
・担当科目の調整のため、「スポーツ実技Ⅷ（柔道・剣道）」の専任教員等の配置を「准教授1」から「准教授0」へ変更。
・担当科目の調整のため、「スポーツ実技Ⅹ（野外スポーツ）」の専任教員等の配置を「准教授0」から「准教授1」、「講師1」から「講師
0」、「助教0」から「助教2」へ変更。
・武石健哉准教授の就任に伴い、「スポーツ実技ⅩⅠ（卓球）」「スポーツ実技ⅩⅡ（ラグビーⅠ）」「スポーツ実技ⅩⅢ（ラグビーⅡ）」の
専任教員等の配置を「准教授0」から「准教授1」へ変更・
・安井孝志講師の就任に伴い、「スポーツ実技ⅩⅣ（サッカーⅠ）」「スポーツ実技ⅩⅤ（サッカーⅡ）」の専任教員等の配置を「講師0」か
ら「講師1」、「助教1」から「助教0」、「助手1」から「助手0」へ変更。
・一色貴史助教の就任に伴い、「スポーツ実技ⅩⅥ（バスケットボール）」の専任教員等の配置を「助教0」から「助教1」に変更。
・教育の充実を図り、授業科目に「スポーツ実技ⅩⅧ（マリンスポーツ）」「スポーツ実技ⅩⅨ（スノースポーツ）」を追加。
・教育効果を考え、「スポーツメディア論」の配当年次を「２前」から「２後」に変更。また、担当科目の調整のため、「教授1」から「助教
1」に変更。
・棟田雅也助教の就任辞退に伴い、「スポーツマーケティング」「スポーツファイナンス」の専任教員等の配置を「助教1」から「助教0」、兼
担を「1」に変更。
・山脇あゆみ准教授の職位変更により、「スポーツ文化論」の専任教員等の配置を「講師1」から「准教授1」に変更。
・教育効果を考え、「スポーツ法学」の配当年次を「3前」から「３後」に変更。
・教育効果を考え、「生命倫理」の専任教員等の配置を「助教0」から「助教1」に変更。
・担当科目の調整のため、「情報活用演習」の専任教員等の配置を「教授2」から「教授1」、「准教授0」から「准教授1」に変更。
・担当科目の調整のため、「海外文献購読」の専任教員等の配置を「教授2」から「教授1」、「准教授0」から「准教授1」、「講師1」から
「講師0」、「助教0」から「助教1」に変更。
・担当科目の調整のため、「海外研修（スポーツ事情）」の専任教員等の配置を「助教1」から「助教0」に変更。
・教育効果を考え、「スポーツ測定評価」の配当年次を「1前」から「1後」に変更。
・丸山章子教授の職位変更により、「スポーツコンディショニング論」「スポーツコンディショニング演習Ⅰ」「スポーツコンディショニング
演習Ⅱ」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」へ変更。
・教育内容の充実のため、「コーチング論」「コーチング演習Ⅰ」「コーチング演習Ⅱ」の専任教員等の配置に「准教授1」「講師1」「助教
2」を追加。
・教育効果を考え、「スポーツ技術・戦術論」の専任教員等の配置を「助教1」から「助教2」に追加。
・渡辺直勇教授の職位変更により、「武道論」「武道演習Ⅰ」「武道演習Ⅱ」「スポーツボランティア論」の専任教員等の配置を「准教授1」
から「教授1」に変更。
・教育効果を考え、「球技論」の専任教員等の配置に「准教授1」「講師1」「助教1」を追加。
・諸江真一講師の職位変更により、「球技演習Ⅰ」「球技演習Ⅱ」の専任教員等の配置を「助教1」から「講師1」に変更。
・担当科目の調整のため、「スポーツ競技の心理」「スポーツボランティア演習」の専任教員等の配置を、「准教授1」から「准教授0」、「助
教0」から「助教1」に変更。
・担当科目の調整のため、「生涯スポーツ論」の専任教員等の配置を「准教授0」から「准教授1」、「助教1」から「助教0」へ変更。
・担当科目の調整のため、「スポーツビジネス概論」の専任教員等の配置を「教授1」から「教授0」、「助教0」から「助教1」へ変更。
・教育効果を考え、「生活習慣病概論」「病理学」の専任教員等の配置を「准教授0」から「准教授1」へ変更。
・担当科目の調整のため、「スポーツトレーナー演習」の専任教員等の配置を「教授3」から「教授2」、「准教授0」から「准教授1」、「講師
1」から「講師0」、「助教0」から「助教1」に変更
・山脇あゆみ准教授の職位変更により、「レクリエーション論」の専任教員等の配置を「講師1」から「准教授1」に変更。
・武石健哉准教授の就任に伴い、「体力トレーニング実習」の専任教員等の配置に「准教授1」を追加。
・渡辺直勇教授の職位変更により、「資格柔道」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・清田直恵教授の職位変更により、「健康運動演習」「健康産業施設現場研修」「健康運動演習」の専任教員等の配置を「講師1」から「准教
授1」へ変更。
・担当科目の調整のため、「スポーツ統計学」の専任教員等の配置を「講師1」から「講師0」、「助教0」から「助教1」に変更。
・丸山章子教授及び渡辺直勇教授の職位変更に伴い、「スポーツ技術指導演習」の専任教員等の配置を「教授4」から「教授6」に変更。
・安井孝志講師の就任及び諸江真一講師の職位変更に伴い、「サッカー指導演習」の専任教員等の配置を「講師0」から「講師2」に変更。
・教育内容の充実を図り、授業科目に「スポーツ集団の形成と社会」「オリンピックへの挑戦と指導」を追加。
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（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

備考

[　　0　　] [　　7　　]

0

[　　0　　]

計（Ａ）

119

[　　7　　]

必修 選択 自由

24

計

変更状況

88 0 112 95

設置時の計画

必修 自由

24

（２） 授業科目数

選択

10



番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

112

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

（４） 廃止科目

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

　　　　ください。

廃止の理由，代替措置の有無

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

　　　　ください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　該当なし

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 0.00 ％

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

該当なし

該当なし
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備考

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（ （ （ （

㎡ 席 冊 大学全体

㎡

共同研究費等は大学全
体

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（3）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

9,639 ㎡

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

そ　の　他

合　　　計

31,610 ㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

(７) 体　　育　　館
テニスコート

開設前年度 完成年度

　

(0)（1,216）

点

93,113 ㎡ 0 ㎡

閲 覧 座 席 数

(0［0］)

点

屋内練習場

図
書
・
設
備

(５)

計
12［0]

種

スポーツ科学部
67,358［12,756］

講　義　室

50室
(３) 教　　室　　等

演　習　室

(４) 専任教員研究室

（64,030［12,704］） （12［0］）

13室

35,590 ㎡ 10,612 ㎡

67,358［12,756］

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

機械・器具 標　　本
〔うち外国書〕

0［0］ 1,384 2,152 0

0［0］

（12［0］）

128,703 ㎡

0 ㎡ 41,249 ㎡

43室

実験実習室

(0［0］) （1,216） (2,152)

1,060千円

300千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

経費
の見
積り

学生納付金以外の維持方法の概要 自己資金、資産運用収入　等

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 900千円 900千円 6,000千円

第６年次

6,000千円 6,000千円

1,500千円 1,500千円

開設年度区　　分

第１年次 第２年次 第３年次

1,200千円 1,060千円

第４年次 第５年次

（64,030［12,704］）

169,952 ㎡

語学学習施設

（補助職員　　2人）

3室

情報処理学習施設

13室

（補助職員　　3人）

(0)

0 ㎡

電子ジャーナル

面　　　　　積

1,500千円

体育館以外のスポーツ施設の概要

点

完成年度

収 納 可 能 冊 数

1,384 2,152 0

(2,152)

1,060千円 ― 千円

300千円

３　施設・設備の整備状況，経費

67,200 ㎡ 102,752 ㎡

計

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

運動場用地

小　　　計

区　　　　　分

35,590 ㎡

内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用

0 ㎡ 46,202 ㎡

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

82,501 ㎡ 0 ㎡ 82,501 ㎡0 ㎡

(２) 校　　　　　舎

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和３年５月１日現在の数値を記入してください。

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　

新設学部等の名称 室　　　　　　数

スポーツ科学部　スポーツ科学科 室

冊

12［0]

20

視聴覚資料

― 千円

学生１人当
り

納付金

大学全体(一部､金沢学
院短期大学と共用)

図書は大学及び短期大
学全体での共用分を含
む

機械･器具、標本は大
学及び短期大学全体で
の共用分を含む

2,755    335    229,914    

3,391    

図書費には電子ジャー
ナル・データベースの
整備費（運用コストを
含む）を含む。

◆共用する他の学校
金沢学院短期大学
(必要面積：3,200㎡)

◆運動場用地(専用)借
用面積:1,386㎡、期
間:25年

◆その他(共用)借用面
積：919㎡，借用期間
10年　1,978㎡，借用
期間21年（女子学生寮
敷地)

16,288       16,984       5,107        38,379       

16,288    ㎡） 16,984    ㎡） 5,107     ㎡） 38,379    ㎡）

金沢学院短期大学と併
用
(必要面積：3,650㎡)

設備購入費

図書購入費

面　　　　　積
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 5
平均入学定員超
過率1.3倍以上
の学科等数

0 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度

人

文学部

　文学科 4 180
3年次

8
736 学士

（文学）
1.16 1.04 令和3 平成27 石川県金沢市末町10の5番地 定員変更（30）

　　日本文学専攻 4 60
(便宜上)

4 248 学士
（文学）

1.07 1.00 令和3 平成27 同上 定員変更（10）

　　英米文学専攻 4 30 120 学士
（文学）

0.69 0.40 平成27 同上

　　歴史学専攻 4 50
(便宜上)

4 208 学士
（文学）

1.49 1.30 令和3 平成27 同上 定員変更（10）

　　心理学専攻 4 40 160 学士
（文学）

1.31 1.27 令和3 平成27 同上 定員変更（10）

　教育学科 4 70
3年次

5
290 学士

（教育学）
0.98 1.28 令和2 平成30 同上 定員変更（△30）

経営情報学部

　経営ビジネス学科 4 - - - 学士
（経営学）

- - - 平成18 同上 平成28年より学生募集停止

  経営システム学科 4 - - - 学士
（経営学）

- - - 平成18 同上 平成28年より学生募集停止

  経営情報学科 4 - - - 学士
（経営学）

- - 平成30 平成28 同上 令和2年より学生募集停止

経済学部

　経済学科 4 80
3年次

5
330 学士

（経済学）
1.00 1.00 - 令和2 同上

　経営学科 4 60
3年次

5
250 学士

（経営学）
1.28 1.28 - 令和2 同上

経済情報学部

　経済情報学科 4 70 - 280 学士
（経済情報学）

1.12 1.12 - 令和2 同上

芸術学部

　芸術学科 4 70
3年次

2
284 学士

（芸術学）
1.14 1.21 - 平成28 同上

人間健康学部

　スポーツ健康学科 4 - - - 学士
(スポーツ健康学)

- - - 平成23 同上 令和3年より学生募集停止

　健康栄養学科 4 - - - 学士
（栄養学）

- - - 平成28 同上 令和3年より学生募集停止

スポーツ科学部

　スポーツ科学科 4 150
3年次

10
620 学士

(スポーツ科学)
1.14 1.14 令和3 令和3 同上

栄養学部

　栄養学科 4 80
3年次

5
330 学士

（栄養学）
1.03 1.03 - 令和3 同上

　金　沢　学　院　大　学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員
超過率

令和3年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地
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大学院経営情報学研究科

　経営情報学専攻（博士前期課程） 2 10 - 20 修士
（経営情報学）

0.40 0.30 - 平成11

　経営情報学専攻（博士後期課程） 3 4 - 12 博士
（経営情報学）

0.25 0.00 - 平成17

大学院人文学研究科

　人文学専攻（修士課程） 2 5 - 10 修士
（文学）

0.10 0.20 - 平成20 石川県金沢市末町10の5番地

大学院スポーツ健康学研究科

　スポーツ健康学専攻（修士課程） 2 5 - 10 修士
(スポーツ健康学)

0.50 0.60 - 平成27 同上

大学全体 - 784 40 3172 - - - - - -

大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 0
平均入学定員超
過率1.3倍以上
の学科等数

0 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍

人

幼児教育学科 2 50 - 100
短期大学士
(幼児教育

学)
0.72 0.96 - 平成30 石川県金沢市末町10の5番地

現代教養学科 2 50 - 100
短期大学士

(教養) 0.97 1.04 - 平成28 同上

食物栄養学科 2 60 - 120
短期大学士
(栄養学) 0.88 0.76 - 平成17 同上

大学全体 - 160 - 320 - - - - - -

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（専攻科及び別科を除く）。なお、調査対象の学科等が設置されている大学から順に記載してください

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和３年度）から起算した修業年限に相当する期間の

　　　　入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

石川県金沢市末町10の
5番地及びサテライト
教室（石川県金沢市南
町3番1号　南町中央ビ
ル)

　金　沢　学　院　短　期　大　学

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

令和3年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員
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【認可時又は届出時】 【令和３年度】

学修基礎

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

スポーツ実技Ⅲ（陸上）

情報活用演習

海外文献講読

運動処方

運動生化学

学校保健

スポーツトレーナー演習

健康管理演習

スポーツ技術指導演習

FSP講座

専 教授

高　賢一
（67）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

スポーツ実技Ⅳ（テニス・バドミントン）

スポーツ測定評価

専 教授

井箟　敬
（64）

＜令和３年４月＞
体育学修士

専 教授

外山　寛
（63）

＜令和３年４月＞
博士（学術）

専 教授

外山　寛
（63）

＜令和３年４月＞
博士（学術）

専 教授

平井　敦夫
（69）

＜令和３年４月＞
博士（医学）

学修基礎Ⅰ

スポーツ実技Ⅷ（柔道・剣道）

スポーツメディア論

スポーツボランティア演習

スポーツビジネス概論

学修基礎Ⅲ

学修基礎Ⅳ

スポーツ測定評価

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

スポーツ実技Ⅲ（陸上）

情報活用演習

海外文献講読

運動処方

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

専

５　教員組織の状況

＜スポーツ科学部　スポーツ科学科＞

（１）ー① 担当教員表

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

教授

石村　宇佐一
（76）

＜令和３年４月＞
教育学士

メンタルトレーニング論

スポーツ心理学

心理学の基礎

学修基礎Ⅱ

健康管理演習

スポーツ技術指導演習

運動生化学

学校保健

スポーツトレーナー演習
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

スポーツ実技Ⅺ（卓球）

生命倫理

専 教授

福井　卓也
（51）

＜令和３年４月＞
修士（体育学）

専 教授

福井　卓也
（51）

＜令和３年４月＞
修士（体育学）

専 教授

藤原　勝夫
（67）

＜令和３年４月＞
教育学博士

専 教授

藤原　勝夫
（67）

＜令和３年４月＞
教育学博士

スポーツ科学

FSP講座

運動学

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

海外文献講読

スポーツトレーナー演習

健康管理演習

スポーツ技術指導演習

スポーツ技術指導演習

運動生理学

スポーツ実技Ⅶ（器械体操・トランポリン）

スポーツ実技Ⅹ（野外スポーツ）

地域とスポーツ

運動生理学

スポーツ実技Ⅳ（テニス・バドミントン）

スポーツ実技ⅩⅨ（スノースポーツ）

競技者育成システム

スポーツ実技Ⅹ（野外スポーツ）

地域とスポーツ

健康科学

機能的解剖学

運動発達・老化学

健康管理演習

スポーツ技術指導演習

オリンピックへの挑戦と指導

スポーツ技術指導演習

スポーツコンディショニング演習Ⅰ

スポーツコンディショニング演習Ⅱ

メンタルトレーニング論

情報活用演習

スポーツイベント企画運営

競技者育成システム

スポーツ技術指導演習

情報活用演習

スポーツイベント企画運営

健康科学

機能的解剖学

運動発達・老化学

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

スポーツ実技Ⅺ（卓球）

生命倫理

専門演習Ⅱ

スポーツ実技Ⅶ（器械体操・トランポリン）

運動学

専門演習Ⅰ

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

学修基礎Ⅲ

学修基礎Ⅳ

コンピュータ基礎演習Ⅰ

コンピュータ基礎演習Ⅱ

専 教授

丸山　章子
（47）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

学修基礎Ⅲ

学修基礎Ⅳ

インターンシップ実習

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

スポーツ実技Ⅱ（体づくり・ニュースポーツ）

スポーツ実技Ⅶ（器械体操・トランポリン）

スポーツコンディショニング論
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専 教授

専
准教
授

丸山　章子
（47）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

スポーツコンディショニング論

スポーツコンディショニング演習Ⅰ

スポーツコンディショニング演習Ⅱ

スポーツ競技の心理

スポーツ技術指導演習

体力トレーニング実習

スポーツ技術指導演習

スポーツ科学

インターンシップ実習

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

スポーツ実技Ⅱ（体づくり・ニュースポーツ）

スポーツ実技Ⅶ（器械体操・トランポリン）

渡辺　涼子
（54）

＜令和３年４月＞
修士（体育学）

専 教授

渡辺　涼子
（54）

＜令和３年４月＞
修士（体育学）

トレーニング論

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

スポーツ実技Ⅷ（柔道・剣道）

海外研修（スポーツ事情）

コーチング論

コーチング演習Ⅰ

コーチング演習Ⅱ

スポーツ技術・戦術論

生涯スポーツ論

スポーツボランティア演習

スポーツトレーナー演習 スポーツトレーナー演習

オリンピックへの挑戦と指導

トレーニング論

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

スポーツ実技Ⅷ（柔道・剣道）

海外研修（スポーツ事情）

コーチング論

コーチング演習Ⅰ

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

学修基礎Ⅲ

学修基礎Ⅳ

コーチング演習Ⅱ

スポーツ技術・戦術論

生涯スポーツ論

体力トレーニング実習

スポーツ技術指導演習

武道論

資格柔道

専 教授

渡辺　直勇
（55）

＜令和３年４月＞
修士（体育学）

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

学修基礎Ⅲ

学修基礎Ⅳ

キャリアプランニングⅠ

キャリアプランニングⅡ

FSP講座

地域課題研究

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

スポーツ実技Ⅷ（柔道・剣道）

スポーツ技術指導演習

武道演習Ⅰ

武道演習Ⅱ

スポーツボランティア論
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専
准教
授

渡辺　直勇
（55）

＜令和３年４月＞
修士（体育学）

キャリアプランニングⅠ

キャリアプランニングⅡ

専門演習Ⅰ

スポーツボランティア論

専門演習Ⅱ

スポーツ実技Ⅷ（柔道・剣道）

武道論

武道演習Ⅰ

武道演習Ⅱ

スポーツボランティア演習

資格柔道

スポーツ技術指導演習

スポーツ実技Ⅻ（ラグビーⅠ）

スポーツ実技Ⅻ（ラグビーⅡ）

コーチング論

コーチング演習Ⅰ

コーチング演習Ⅱ

情報活用演習

スポーツトレーナー演習

体力トレーニング実習

生活習慣病概論

専
准教
授

武石健哉
（50）

＜令和３年４月＞
体育学修士

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

学修基礎Ⅲ

学修基礎Ⅳ

コンピュータ基礎演習Ⅰ

コンピュータ基礎演習Ⅱ

FSP講座

地域課題研究

トレーニング論

生涯スポーツ論

球技論

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

病理学

健康管理演習

健康産業施設現場研修

健康運動演習

専
准教
授

清田　直恵
（38）

＜令和３年４月＞
博士（医学）

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

学修基礎Ⅲ

学修基礎Ⅳ

生理学

スポーツ医学（救急処置を含む。）

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

スポーツ実技Ⅺ（卓球）

海外文献講読
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専 講師

清田　直恵
（38）

＜令和３年４月＞
博士（医学）

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

海外文献講読

スポーツトレーナー演習

健康管理演習

健康産業施設現場研修

健康運動演習

スポーツ統計学

生理学

トレーニング論

スポーツ医学（救急処置を含む。）

球技演習Ⅱ

サッカー指導演習

専
准教
授

山脇　あゆみ
（37）

＜令和３年４月＞
博士（学術）

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

学修基礎Ⅲ

学修基礎Ⅳ

体育原理

体育史

専門演習Ⅰ

スポーツ実技ⅩⅧ（マリンスポーツ）

スポーツ実技ⅩⅨ（スノースポーツ）

スポーツ文化論

レクリエーション論

専門演習Ⅱ

スポーツ実技Ⅰ（水泳）

スポーツ実技Ⅲ（陸上）

スポーツ実技Ⅴ（サッカー・バレーボール）

スポーツ実技Ⅹ（野外スポーツ）

専 講師

諸江　真一
（53）

＜令和３年４月＞
修士（スポーツ健康学）

球技論

球技演習Ⅰ
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専 講師

山脇　あゆみ
（37）

＜令和３年４月＞
博士（学術）

スポーツ実技Ⅰ（水泳）

体育原理

体育史

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

スポーツ実技Ⅲ（陸上）

スポーツ実技Ⅴ（サッカー・バレーボール）

スポーツ実技Ⅹ（野外スポーツ）

スポーツ文化論

レクリエーション論

健康産業施設現場研修

スポーツ技術指導演習

スポーツ実技Ⅴ（サッカー・バレーボール）

スポーツ実技ⅩⅣ（サッカーⅠ）

スポーツ実技ⅩⅤ（サッカーⅡ）

スポーツ技術指導演習

サッカー指導演習

コーチング演習Ⅰ

コーチング演習Ⅱ

スポーツトレーナー演習

健康産業施設現場研修

情報活用演習

スポーツ技術指導演習

専 講師

安井　孝志
（61）

＜令和３年４月＞
学士（経営）

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

学修基礎Ⅲ

学修基礎Ⅳ

スポーツ科学

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

スポーツ集団の形成と社会

コーチング論

コーチング演習Ⅰ

コーチング演習Ⅱ

スポーツ実技Ⅱ（体つくり・ニュースポーツ）

専 助教

一色　貴史
（30）

＜令和３年４月＞
修士（コーチング学）

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

学修基礎Ⅲ

学修基礎Ⅳ

スポーツ科学

コンピュータ基礎演習Ⅰ

コンピュータ基礎演習Ⅱ

FSP講座

球技論

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

スポーツⅩⅥ（バスケットボール）

スポーツ技術・戦術論

コーチング論
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

スポーツ社会学

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

スポーツ法学

スポーツ政策論

プレゼンテーション演習

公務員と法

コンピュータ基礎演習Ⅰ

コンピュータ基礎演習Ⅱ

スポーツ実技Ⅲ（陸上）

スポーツ実技Ⅹ（野外スポーツ）

スポーツビジネス概論

専門演習Ⅱ

スポーツ法学

スポーツ政策論

プレゼンテーション演習

専 助教

野寺　巧寛
（31）

＜令和３年４月＞
修士（法学）

専 助教

海外研修（スポーツ事情）

公務員と法

スポーツ技術指導演習

学修基礎

地域課題研究

スポーツ社会学

専門演習Ⅰ

スポーツ心理学演習

スポーツ技術指導演習

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

スポーツ実技ⅩⅧ（マリンスポーツ）

スポーツ実技Ⅹ（野外スポーツ）

スポーツ実技ⅩⅦ（野球）

野寺　巧寛
（31）

＜令和３年４月＞
修士（法学）

学修基礎Ⅱ

学修基礎Ⅲ

学修基礎Ⅳ

スポーツメディア論

スポーツ経営管理

生命倫理

コーチング論

コーチング演習Ⅰ

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

スポーツ技術・戦術論

学修基礎Ⅰ

助教

菊政　俊平
（28）

＜令和３年４月＞
博士（体育学）

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

学修基礎Ⅲ

学修基礎Ⅳ

コンピュータ基礎演習Ⅰ

コンピュータ基礎演習Ⅱ

スポーツ統計学

スポーツ心理学

海外文献購読

スポーツコンディショニング論

スポーツ競技の心理

専

コーチング演習Ⅱ

スポーツボランティア演習

健康産業施設現場研修

スポーツ技術指導演習

スポーツ実技Ⅲ（陸上）

スポーツ実技Ⅸ（ソフトボール）

専 助教

藤本　索子
（40）

＜令和３年４月＞
学士（体育学）

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

学修基礎Ⅲ

学修基礎Ⅳ

スポーツ科学

キャリアプランニングⅠ

キャリアプランニングⅡ

オリンピックへの挑戦と指導

球技論
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専 助手

清瀬　一剛
（53）

＜令和３年４月＞
高等学校

学修基礎

スポーツ科学

サッカー指導演習

スポーツ実技ⅩⅣ（サッカーⅠ）

スポーツ実技ⅩⅤ（サッカーⅡ）

サッカー指導演習

サッカー指導演習

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

球技論

球技演習Ⅰ

球技演習Ⅱ

スポーツ技術指導演習

兼担 助教

諸江　真一
（53）

＜令和３年４月＞
経済学士

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

スポーツ実技Ⅰ（水泳）

スポーツ実技Ⅱ（体づくり・ニュースポーツ）

スポーツ実技Ⅸ（ソフトボール）

スポーツ実技ⅩⅦ（野球）

専 助教

棟田　雅也
（31）

＜令和３年４月＞
修士（スポーツ科学）

スポーツファイナンス

情報活用演習

生涯スポーツ論

スポーツ技術指導演習

スポーツ経営管理

兼担 教授

笠間　弘美
（63）

＜令和３年４月＞
英語教授法学修士（MATESL)

兼担 教授

川村　美笑子
（72）

＜令和３年４月＞
農学博士 兼担 教授

川村　美笑子
（72）

＜令和３年４月＞
農学博士

スポーツ栄養学 スポーツ栄養学

英語Ⅰ

英語Ⅱ

スポーツマーケティング

岡田　政則
（63）

＜令和３年４月＞
博士（情報科学）

コンピュータ基礎演習Ⅰ

コンピュータ基礎演習Ⅱ

スポーツ実技ⅩⅣ（サッカーⅠ）

スポーツ実技ⅩⅤ（サッカーⅡ）

スポーツ技術・戦術論

専 助手

太田　康介
（38）

＜令和３年４月＞
学士（法学）

兼担 教授

小田　圭一郎
（56）

＜令和３年４月＞
修士（経済学）

スポーツファイナンス

兼担 教授

大野　尚弘
(51)

＜令和３年４月＞
博士（商学）

スポーツマーケティング

兼担 教授 兼担 教授

岡田　政則
（63）

＜令和３年４月＞
博士（情報科学）

コンピュータ基礎演習Ⅰ

コンピュータ基礎演習Ⅱ
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担
准教
授

ロバート・カニンガム
（53）

＜令和３年４月＞
Bachelor of Arts,
Psycology(米国）

哲学Ⅰ

哲学Ⅱ

倫理学

小里　千寿
（58）

＜令和３年４月＞
経営学修士

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

兼担
准教
授

中村　直行
（56）

＜令和３年４月＞
博士（文学）

兼担
准教
授

中村　直行
（56）

＜令和３年４月＞
博士（文学）

哲学Ⅰ

哲学Ⅱ

倫理学

兼担
准教
授

兼担
准教
授

階戸　陽太
（52）

＜令和３年４月＞
博士（教育学）

英語Ⅰ

英語Ⅱ

キャリアデザインⅢ

兼担 教授

高　賢一
（67）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

心理学の基礎

スポーツ医学（救急処理を含む。）

生活習慣病概論

衛生・公衆衛生学

病理学

健康管理演習

兼担 教授

根本　博
（75）

＜令和３年４月＞
学士（経済学） 兼担 教授

根本　博
（75）

＜令和３年４月＞
学士（経済学）

経済学の基礎 経済学の基礎

兼担 教授

櫻田　惣太郎
（56）

＜令和３年４月＞
博士（医学）

兼担 講師

林　文慧
（63）

＜令和３年４月＞
修士（経済学） 兼担 講師

林　文慧
（63）

＜令和３年４月＞
修士（経済学）

兼担 講師

山岸　由美子
（68）

＜令和３年４月＞
文学士

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ中国語Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

兼担 教授

渡邊琢夫
（60）

＜令和３年４月＞
医学博士

生活習慣病概論

健康管理演習

スポーツ医学（救急処置を含む）

兼任 講師

大西　孝司
（73）

＜令和３年４月＞
医学博士

衛生・公衆衛生学

兼担 講師

髙島　彬
（34）

＜令和３年４月＞
博士（文学）

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

中国語Ⅰ
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教員名簿」を確認してください。

　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除し、詰めてください。

兼任 講師

宋　有宰
（55）

＜令和３年４月＞
文学博士 兼任 講師

宋　有宰
（55）

＜令和３年４月＞
文学博士

キャリアデザインⅡ

キャリアデザインⅢ

朝鮮語Ⅰ

朝鮮語Ⅱ

朝鮮語Ⅰ

朝鮮語Ⅱ

兼任 講師

髙木　香代子
（57）

＜令和３年４月＞
修士（教育学） 兼任 講師

髙木　香代子
（57）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

スポーツ実技Ⅵ（ダンス）

兼任 講師 兼任 講師

梶本　逸子
（74）

＜令和３年４月＞
文学士

兼任 講師

北村　欣也
（34）

＜令和３年４月＞
学士（スポーツ健康学）

スポーツ実技ⅩⅥ（バスケットボール）

英語Ⅰ

英語Ⅱ

兼任 講師

小里　千寿
（58）

＜令和３年４月＞
経営学修士

キャリアデザインⅠ

兼任

吉本　恵律子
（74）

＜令和３年４月＞
文学士

山本　裕太
（36）

＜令和３年４月＞
修士（教育学）

英語Ⅰ

英語Ⅱ

保健体育科教育法Ⅰ

保健体育科教育法Ⅱ

保健体育科教育法Ⅰ

保健体育科教育法Ⅱ

兼任 講師

武村　敏幸
（67）

＜令和３年４月＞
法学修士 兼任 講師

武村　敏幸
（67）

＜令和３年４月＞
法学修士

法学（日本国憲法） 法学（日本国憲法）

兼任 講師

野村　倫成
（40）

＜令和３年４月＞
修士（武道・スポーツ）

英語Ⅰ

英語Ⅱ

梶本　逸子
（74）

＜令和３年４月＞
文学士

英語Ⅰ

英語Ⅱ

スポーツ実技Ⅵ（ダンス）

スポーツ技術指導演習

兼任 講師

安田　寛子
（65）

＜令和３年４月＞
Master of Arts（米国）

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

スポーツ実技ⅩⅡ（ラグビーⅠ）

スポーツ実技ⅩⅢ（ラグビーⅡ）

兼任 講師

山本　憲雄
（74）

＜令和３年４月＞
MBA（観光学）（米国）

講師

兼任 講師

山本　裕太
（36）

＜令和３年４月＞
修士（教育学） 兼任 講師
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容

　　　　 　　　　

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（令和元年度開設であれば平成３０年度）の表は適宜削除してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

【令和３年度】

　　　　 　　　　

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。ＡＣ教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

・石村宇佐一教授の就任辞退に伴い、担当科目「メンタルトレーニング論」を丸山章子教授の担当に変更。
・井箟敬教授の就任辞退に伴い、担当科目「スポーツ心理学」を菊政俊平助教の担当、「スポーツ実技Ⅳ（テニス・バドミントン）」を福井卓也教授の担当、「スポーツ測定
評価」を外山寛教授の担当に変更。
・高賢一教授が専任として就任。担当科目は「心理学の基礎」。
・「学修基礎Ⅰ」「学修基礎Ⅱ」「学修基礎Ⅲ」「学修基礎Ⅳ」の科目追加に伴い、外山寛教授、福井卓也教授、丸山章子教授、渡辺涼子教授、渡辺直勇教授、武石健哉准教
授、清田直恵准教授、山脇あゆみ准教授、安井孝志講師、一色貴史助教、菊政俊平助教、野寺巧寛助教、藤本索子助教の担当に追加。
・平井敦夫教授の就任辞退に伴い、担当科目「スポーツメディア論」「スポーツビジネス概論」を野寺巧寛助教の担当、「スポーツボランティア演習」を渡辺涼子教授と藤本
索子助教の担当に変更。
・教育効果を考え、福井卓也教授に「コンピュータ基礎演習Ⅰ」「コンピュータ基礎演習Ⅱ」を追加。また、新たに科目追加となった「スポーツ実技ⅩⅨ（スノースポー
ツ）」を追加。これに伴い、「スポーツ科学」「FSP講座」を外す。
・担当科目の調整のため、藤原勝夫教授の担当科目から「海外文献購読」「スポーツトレーナー演習」を外す。
・丸山章子准教授が教授に昇格。担当科目に新規追加科目「オリンピックへの挑戦と指導」を追加し、「スポーツ科学」「スポーツ競技の心理」を外す。
・渡辺直勇准教授が教授に昇格。担当科目に「FSP講座」「地域課題研究」を追加し、「スポーツボランティア演習」を外す。
・渡辺涼子教授に新規科目「オリンピックへの挑戦と指導」を追加し、さらに担当科目の調整のため、「スポーツボランティア演習」を追加。
・清田直恵講師が准教授に昇格。担当科目の調整のため、「スポーツ実技Ⅸ（卓球）」「生活習慣病概論」「病理学」を追加し、「トレーニング論」「スポーツトレーナー演
習」「スポーツ統計学」を外す。
・武石健哉准教授が就任。担当科目は「学修基礎Ⅰ」「学修基礎Ⅱ」「学修基礎Ⅲ」「学修基礎Ⅳ」「コンピュータ基礎演習Ⅰ」「コンピュータ基礎演習Ⅱ」「FSP講座」「地
域課題研究」「トレーニング論」「生涯スポーツ論」「球技論」「専門演習Ⅰ」「専門演習Ⅱ」「スポーツ実技Ⅶ（ラグビーⅠ）」「スポーツ実技Ⅷ（ラグビーⅡ）」「コー
チング論」「コーチング演習Ⅰ」「コーチング演習Ⅱ」「情報活用演習」「スポーツトレーナー演習」「体力トレーニング実習」。これに伴い、野村倫成兼任講師の担当科目
「スポーツ実技Ⅶ（ラグビーⅠ）」「スポーツ実技Ⅷ（ラグビーⅡ）」を外す。
・山脇あゆみ講師が准教授に昇格。新規科目「スポーツ実技ⅩⅧ（マリンスポーツ）」「スポーツ実技ⅩⅨ（スノースポーツ）」を追加し、「健康産業施設現場研修」「ス
ポーツ技術指導演習」を外す。
・諸江真一助教が講師に昇格。学位を修士（スポーツ健康学）に変更。担当科目の調整のため、「学修基礎」「スポーツ科学」「専門演習Ⅰ」「専門演習Ⅱ」「スポーツ実技
ⅩⅣ（サッカーⅠ）」「スポーツ実技ⅩⅤ（サッカーⅡ）」「スポーツ技術・戦術論」「スポーツ技術指導演習」を外す。
・安井孝志講師が就任。担当科目は「学修基礎Ⅰ」「学修基礎Ⅱ」「学修基礎Ⅲ」「学修基礎Ⅳ」「スポーツ科学」「専門演習Ⅰ」「専門演習Ⅱ」「スポーツ集団の形成と社
会」「コーチング論」「コーチング演習Ⅰ」「コーチング演習Ⅱ」「スポーツ実技Ⅱ（体づくり・ニュースポーツ）」「スポーツ実技Ⅴ（サッカー・バレーボール）」「ス
ポーツ実技ⅩⅣ（サッカーⅠ）」「スポーツ実技ⅩⅤ（サッカーⅡ）」「スポーツ技術指導演習」「サッカー指導演習」。
・一色貴史助教が就任。担当科目は「学修基礎Ⅰ」「学修基礎Ⅱ」「学修基礎Ⅲ」「学修基礎Ⅳ」「スポーツ科学」「コンピュータ基礎演習Ⅰ」「コンピュータ基礎演習Ⅱ」
「FSP講座」「球技論」「専門演習Ⅰ」「専門演習Ⅱ」「スポーツ実技ⅩⅥ（バスケットボール）」「スポーツ技術・戦術論」「コーチング論」「コーチング演習Ⅰ」「コーチ
ング演習Ⅱ」「スポーツトレーナー演習」「健康産業施設現場研修」「情報活用演習」「スポーツ技術指導演習」。これに伴い、北村欣也兼任講師の担当科目「スポーツ実技
ⅩⅥ（バスケットボール）」を外す。
・菊政俊平助教が就任。担当科目は「学修基礎Ⅰ」「学修基礎Ⅱ」「学修基礎Ⅲ」「学修基礎Ⅳ」「コンピュータ基礎演習Ⅰ」「コンピュータ基礎演習Ⅱ」「スポーツ統計
学」「スポーツ心理学」「海外文献購読」「スポーツコンディショニング論」「スポーツ競技の心理」「スポーツ心理学演習」「スポーツ技術指導演習」「専門演習Ⅰ」「専
門演習Ⅱ」「スポーツ実技ⅩⅧ（マリンスポーツ）」「スポーツ実技Ⅹ（野外スポーツ）」「スポーツ実技ⅩⅦ（野球）」。
・担当科目の調整のため、野寺巧寛助教の担当科目に「コンピュータ基礎演習Ⅰ」「コンピュータ基礎演習Ⅱ」「スポーツ実技Ⅲ（陸上）」「スポーツ実技Ⅹ（野外スポー
ツ）」「生命倫理」を追加し、「海外研修（スポーツ事情）」「スポーツ技術指導演習」を外す。
・藤本索子助教が就任。担当科目は「学修基礎Ⅰ」「学修基礎Ⅱ」「学修基礎Ⅲ」「学修基礎Ⅳ」「スポーツ科学」「キャリアプランニングⅠ」「キャリアプランニングⅡ」
「オリンピックへの挑戦と指導」「球技論」「専門演習Ⅰ」「専門演習Ⅱ」「スポーツ技術・戦術論」「コーチング論」「コーチング演習Ⅰ」「コーチング演習Ⅱ」「スポー
ツボランティア演習」「健康産業施設現場研修」「スポーツ技術指導演習」「スポーツ実技Ⅲ（陸上）」「スポーツ実技Ⅸ（ソフトボール）」。
・棟田雅也助教の就任辞退に伴い、担当科目「スポーツ経営管理」を野寺巧寛助教、「スポーツマーケティング」を大野尚弘兼担教授、「スポーツファイナンス」を小田圭一
郎兼担教授の担当に変更。
・清瀬一剛助手の就任辞退に伴い、太田康介助手が就任。担当科目は「サッカー指導演習」。
・笠間弘美兼担教授、山本憲雄兼任講師の就任辞退に伴い、「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」の担当を階戸陽太兼担准教授及び吉本恵律子兼任講師の担当に変更。
・櫻田惣太郎兼担教授の就任辞退に伴い、担当科目「スポーツ医学（救急処置を含む。）」「生活習慣病概論」「健康管理演習」を渡邉琢夫兼担教授、「病理学」を清田直恵
准教授、「衛生・公衆衛生学」を大西孝司兼任講師の担当に変更。
・小里千寿兼担講師が准教授に職位変更。
・ロバート・カニンガム兼担教授及び山岸由美子兼担講師の就任辞退により、「英語コミュニケーションⅠ」「英語コミュニケーションⅡ」の担当を髙島彬兼担講師及び安田
寛子兼任講師の担当に変更。
・教育内容の充実を図り、髙木香代子兼任講師の担当科目に「スポーツ技術指導演習」を追加。
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（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、教員審査を受審済みであり、

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに、［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

教授　　　65
教授以外　60

3 4

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
3

= ％
16

18.75

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
16
14

= 114.28 ％

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｄ）

7 2

歳 名 名

年齢構成

2

　（２）－③　年齢構成

2 3 14
7 3

［　0　］ ［　1　］ ［　0　］

定年規定の定める
定年年齢（歳）

14 7

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
助　教

計
（Ｂ）

准教授 講　師教　授

現在（報告時）の状況

助手
（Ｂ'）

助手
（Ａ'）

名 名

　　　　

　（２）－②　専任教員等数【大学】

設置時の計画

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

（1）

［　0　］ ［　1　］ ［　0　］ ［　1　］ ［ 2 ］

7 3 2 4 16

［　1　］ ［ 2 ］

7 3 2 4 16

（7） （3） （2）

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
1

= 100.00 ％
1

［ 0 ］

1

［ 0 ］

1 1

1

助手
（Ｃ'）

助手
（Ｄ'）

（4） （16）

4 16

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）
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時期

R3.3

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

専門演習Ⅱ

スポーツ実技Ⅰ（水泳）

スポーツ実技Ⅱ（体づくり・ニュースポーツ）

スポーツ実技Ⅸ（ソフトボール）

スポーツ実技ⅩⅦ（野球）

スポーツマーケティング

スポーツファイナンス

情報活用演習

①

①

①

①

①

①

②

②

①

２ 教授 井箟　敬 R3.3

必修 スポーツ心理学 ①

R3.3自己都合のため就任辞退（３）選択 スポーツ実技Ⅳ（テニス・バドミントン） ①

選択 スポーツ測定評価 ①

３ 教授 平井　敦夫 R3.3

選択 FSP講座 ①

R3.3自己都合のため就任辞退（３）

選択 スポーツボランティア演習 ①

選択 スポーツビジネス概論 ①

選択

選択

スポーツ実技Ⅷ（柔道・剣道）

スポーツメディア論

①

①

４ 助教 棟田　雅也 R3.3

必修 スポーツ経営管理 ①

R3.3自己都合のため就任辞退（３）

選択 生涯スポーツ論 ①

選択 スポーツ技術指導演習 ①

必修

必修

選択

選択

選択

選択

選択

選択

選択

専門演習Ⅰ

0

科目

後任補充状況

0 科目

0 科目

0 科目 計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

0自由

人
科目

24

0

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

自由自由

計 計計 0

5

番　号

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

18

0

0

0

番　号

①の合計数（a）

専任教員氏名

②の合計数（b）

0

22 2

必修・選択・自由の別 辞任等の理由担当予定科目

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

辞任した教員数

0 人

計

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

①の合計数（a） ②の合計数（b）

0

選択 0 選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

0 計

必修 0

計 0

自由

0

0 選択 0

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

職　位 専任教員氏名

メンタルトレーニング論

必修・選択・自由の別

①

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

選択

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由

R3.3自己都合のため就任辞退（３）

担当予定科目

教授 石村　宇佐一１

選択

自由

科目 必修 0

4 科目

選択

R3.3自己都合のため就任辞退（３）R3.3

科目

0 自由 0

必修

③の合計数（c）

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

職　位

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

選択

必修 4

選択

必修

選択

自由自由 0

20 2

0必修必修

５ 助手 清瀬　一剛

スポーツ実技ⅩⅣ（サッカーⅠ）

①

①

①選択

選択

選択 スポーツ実技ⅩⅤ（サッカーⅡ）

サッカー指導演習

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

該当なし
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　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

（注）・（３）－①、（３）－②で赤字で記載した専任教員数の合計数を記載してください。

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = 35.71 ％
5
14

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 0 自由

0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0
人

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

0
0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

選択 0 選択 0

自由 0

必修 0 科目 必修

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

　（３）－⑥　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

自由 0 科目 自由 0 自由 0

選択 20

04

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

5 人

必修 4 科目 必修

計

2 選択

必修

科目 選択 0

③の合計数（c）①の合計数（a） ②の合計数（b）

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

令和3年3月に就任辞退した5人については、本人のやむを得ない事情により辞任することとなったと理解している。後任の専任教員につい
ては、心理学を専門とする教授1名、コーチング学を専門とする教授1名、コーチング論とマネジメントスキルを専門とする講師1名、ス
ポーツ心理学を専門とする助教1名、コーチング学を専門とする助教1名、ソフトボールに関するスポーツ科学を専門とする助教1名、サッ
カーに関するスポーツ科学を専門とする助手1名を任用している。
このように、専任教員の辞任による学生の履修に関する不都合は生じていないと考える。また、教員が辞任することについては、学生便覧
やシラバス等を適切に修正し周知徹底を行っており、学生が混乱することはなかったと考えている。

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

辞任等した教員数

0

18 選択

必修

0

自由 0

計 24 科目 計 22 計 2

　（３）－⑤　令和2年度報告書から、新たに辞任等した専任教員等の状況

5 人

該当なし
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区　　　分
今後の

の実施計画

認　可　時

（令和２年度）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和３年度）

履　行　状　況

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

・完成年度前に、定年
規程に定める退職年齢
を超える専任教員数の
割合が比較的高いこと
から、定年規程の趣旨
を踏まえた適切な運用
に努めるとともに、教
員組織編成の将来構想
について着実に実施す
ること。

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

履行状況に記載した経験豊
富な60歳代以上の教員が30
～40歳代の若手教員に知識
や経験を伝え、完成年度と
なる令和4年4月に向けて、
定年に関する規定を遵守す
ることを第一に、30～40歳
代の准教授、講師あるいは
助教を採用する計画として
いる。（3）

　今後、任期満了あるいは
定年等により60歳代の熟練
教員が退職する令和6年4月
には、定年に関する規定を
遵守することを第一に、30
～40歳代の准教授又は講師
を採用することとし、実力
ある教員を登用していきた
い。また、年齢構成が偏ら
ないような人員計画として
いく予定である。(3)

履行状況に記載した経験豊
富な60歳代以上の教員が30
～40歳代の若手教員に知識
や経験を伝え、完成年度と
なる令和6年4月に向けて、
定年に関する規定を遵守す
ることを第一に、30～40歳
代の准教授、講師あるいは
助教を採用する計画として
いる。（3）

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

指摘事項
（改善）

履行中

定年規程に定める退職
年齢を超える専任教員
数の割合が高いことか
ら，定年規程の趣旨を
踏まえた適切な運用に
努めるとともに，教員
組織編制の将来構想を
策定し，着実に実行す
ること。（文学部教育
学科）

　学科の教員組織構成につ
いて、定年規程に定める退
職年齢を超える専任教員の
比率が高いが、新学科設置
時には教育学に関する実績
と経験を備えた教員が欠か
せないことから、このよう
な配置を行った。
　今後、この経験豊富な教
員が30～40歳代の若手教員
に教育学に関する知識や経
験を伝え、完成年度となる
令和4年4月に向けて、定年
に関する規定を遵守するこ
とを第一に、30～40歳代の
准教授、講師あるいは助教
を採用することを計画して
いる。また、年齢構成が偏
らないような人員計画とし
ていく予定である。(3)

遵守事項 履行中
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

※関係規程等

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

　本学では、ＦＤ活動は、学長指揮のもとで大学改革を推進するための学内組織「教育開発センター」が取り組むプロ
ジェクトの1つに位置付けられており、これらを推進する組織として副学長を委員長とする大学ＦＤ委員会を全学的な委
員会として設置し、活動を行っている。また、ＳＤ活動についても、大学ＦＤ委員会や担当事務職員が中心となり、Ｆ
Ｄ活動との連携を重視しながら計画的に実施している。

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

７　その他全般的事項

＜スポーツ科学部　スポーツ科学科＞

（１） 設置計画変更事項等

該当なし
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　　③ＦＤ研修会・ＳＤ研修会

　　　令和元年度は以下の要領で、併設の金沢学院短期大学と合同で全学的な研修会を実施した。

　上記の他、新任教員研修を２回開催している。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

 教員相互のピアレビューは全教員を対象に実施しており、授業アンケートも全教員が対象となっている。
 ＦＤ研修会およびＳＤ研修会への参加については、学長がリーダーシップをもって全員参加を呼び掛けている。そのた
め、やむを得ない出張や会議あるいは当番職員を除いて、必ず１回は研修会に参加できるよう工夫し、ほぼ全員が出席
できるようにしている。各研修会の出席状況については以下のとおりである。
　第1回ＦＤ／ＳＤ研修会　　出席者121名（大学教員82名　短大教員19名　事務職員20名）
　第2回ＦＤ／ＳＤ研修会　　出席者 61名（大学教員30名　短大教員 5名　事務職員26名）
　第3回ＦＤ／ＳＤ研修会　　出席者117名（大学教員90名　短大教員19名　事務職員8名）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　これまで実施してきたピアレビューについては、全ての授業回を参観可とし、参観後は相互もしくはチームでディス
カッションを行い、振り返りを重視することとしている。
　また、平成30年度から準備を進めてきたアセスメントポリシーの策定に伴い、評価の適正化をはかるため、ルーブ
リックの導入も進めている。
　その他の研修会では、就職支援について外部にオンラインで講師を務めていただいたり、コロナ禍で導入された遠隔
授業について、教員間で意見交換をする場を設けるなど、新しいスタイルを導入した。また、近年増えつつある障がい
のある学生に対する修学支援について、特別支援教育を専門とする本学教育学科の教員による研修会も実施した。

　　②前期及び後期の2回、授業後に10項目の質問と自由記載のアンケート調査を実施した。

　　　第1回ＦＤ／ＳＤ研修会
　　　　日　時：令和2年9月15日(火) 15:30-17:00
　　　　内　容：第１部　就職支援に関する研修
　　　　　　　　第２部　遠隔授業について

　　　第2回ＦＤ／ＳＤ研修会
　　　　日　時：令和2年11月13日(金) 17:30-19:00
　　　　内　容：金沢学院大学附属中学校の概要について

　　　第3回ＦＤ／ＳＤ研修会
　　　　日　時：令和3年3月12日(金) 14:00-15:00
　　　　内　容：合理的配慮と建設的対話（障がい学生支援）
　　　　　　※　Google Meet によるオンライン開催

　ｂ　実施方法

　　①前年度後期に引き続き、すべての授業期間をピアレビュー期間に設定し、教員全員がピアレビューのために授業
　　　を公開して、空き時間のある教員が参観した。その後、授業者とレビュアーによる意見交換の場を設けることと
　　　した。

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　①教員相互の授業参観及びピアレビュー

　　②授業評価アンケート

　　③ＦＤ／ＳＤ研修会

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　令和２年度は、副学長を中心として各学部や事務職員から選出された委員からなる全学ＦＤ委員会を組織し、ＦＤ活
動を教育開発センターのプロジェクトの１つに位置づけて取り組んだ。新型コロナウイルスの感染拡大の影響もあり、
委員を集めての会議はあまり実施していないが、必要に応じて書面付議による審議を行い、活動については、隔週で開
催されている教育開発センター会議に委員長やプロジェクトリーダーが出席し、報告や意見聴取等を行った。

　ｃ　委員会の審議事項等

　教員の教育力の一層の向上を目指し、教育の実質化を図るために、定期的に開催するＦＤ／ＳＤ研修会の企画につい
て議論を重ねている。また、ＦＤについてはピアレビュー改革プロジェクトを中心に、授業評価アンケートやピアレ
ビューの実施方法について見直し、評価結果について集計・分析も実施している。
　ＳＤについては、各部署の業務や、外部の研修会で得た知識等を共有できるような研修のあり方について、議論を重
ねた。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

　前期及び後期の2回実施した。授業後に10項目の質問と自由記載欄のあるマークシートを配付してアンケート調査を実
施した。

　アンケート結果については、教育開発センター会議において報告がされている。その内、早期対応が必要と思われる
教員や授業については、学長の指示のもとで個別に指導・対応をしている。
　なお、アンケートの集計結果については本学ホームページ「情報公開」において、学部・学科間での比較ができるよ
うな形で公開している。
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　開設初年度にあたる令和３年度から、本件改組の趣旨を達成できるよう、学生が自らの興味、関心を足がかりとし
て、主体的に問題を発見し、解決につなげていく力を修得できるように授業の工夫を行うこととしている。特に４専攻
（アスリート・指導員養成専攻、体育教員養成専攻、公安・公務員養成専攻、スポーツビジネス専攻）が目指す就職先
を１年次から意識させ、その就職に必要な学力の強化を目指す授業を導入した（学修基礎Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ）。さらに、
専門選択科目の中で、各専攻が目指す就職先との関連が強い授業を16単位設定し、専攻推奨科目として紹介することで
学びの方向性を明確に位置づけることを行っている。さらに、３年次から始まるゼミ配属を専攻の特色を生かすものに
するため、教員の専攻担当を明確にし、ゼミ運営を専攻に所属する複数の教員で行うようにした。加えて、ゼミ配属は
卒業論文の希望内容を加味する予定である。

（４） 自己点検・評価等に関する事項

該当なし

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　　・大学ホームページ上に公開予定（令和４年３月末を予定）

　ａ　公表（予定）時期
　　・令和４年３月末　公表予定

　ｂ　公表方法
　　・自己点検・評価報告書を作成し、大学ホームページ「情報公開」にて公開する。

③　認証評価を受ける計画

　　・令和３年度に日本高等教育評価機構の評価を受ける計画としている。

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

○　設置計画履行状況報告書（令和３年度）

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職学科、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

②　自己点検・評価報告書

≪ａで「有」の場合≫

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

≪ａで公表「無」の場合≫

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

（５） 情報公表に関する事項
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